
☆
一
週
間
も
降
り

続
い
た
雨
。
大
阪

に
来
て
五
十
五
年

に
な
る
け
れ
ど
、

こ
ん
な
に
降
っ
た

の
は
初
め
て
の
事
。

全
国
各
地
で
大
勢
の
方
が

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

雨
の
前
に
は
、
大
阪
北
部

地
震
が
あ
り
、
そ
の
上
、
長

い
雨
、
被
災
地
の
皆
様
に
想

い
を
寄
せ
な
が
ら
見
守
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

自
然
災
害
が
多
発
す
る
現

実
の
中
で
、
普
段
感
じ
て
い

な
い
事
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
多
く
の
家
庭
で
は
、

「
保
険
」
と
称
す
る
も
の
に

加
入
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
自
然
現
象
に
よ
っ
て

お
こ
る
災
害
が
多
発
す
る
中

で
、
今
一
度
「
我
が
家
の
自

然
災
害
保
険
」
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
自
然
災
害
保
険
に
未

加
入
の
人
、
「
全
労
済
の
自

然
災
害
保
険
」
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。
詳
し
く
は
事
務
局

ま
で
問
合
せ
下
さ
い
。

☆
四
月
二
十
七
日
の
南
北
首

脳
会
談
に
続
き
、
六
月
十
二

日
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大

統
領
の
両
首
脳
に
よ
る
歴
史

的
な
会
談
が
行
わ
れ
数
項
目

の
合
意
事
項
に
調
印
し
た
。

ま
だ
ま
だ
「
平
和
」
を
実

感
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
朝
鮮
半

島
で
は
夢
の
よ
う
な
「
南
北

の
交
流
」
が
活
発
に
始
ま
っ

た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
続
き
、

卓
球
大
会
。
射
撃
、
ア
ジ
ア

大
会
で
の
合
同
チ
ー
ム
等
、

四
月
南
北
首
脳
に
よ
る
板
門

店
宣
言
が
確
実
に
履
行
さ
れ

て
い
る
。

安
倍
政
権
の
「
圧
力
と
制

裁
」
も
破
綻
し
、
世
界
の
流

れ
を
読
み
切
れ
な
い
大
臣
の

発
言
が
こ
の
先
、
「
拉
致
問

題
」
や
、
日
朝
首
脳
会
談
に

影
を
落
と
す
事
に
な
る
。

元
来
、
強
い
者
に
弱
く
弱

い
者
に
強
い
「
安
倍
総
理
」
。

安
倍
総
理
の
三
選
な
ど
絶
対

に
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

☆
朝
鮮
民
主
主
主
義
人
民
共

和
国
へ
修
学
旅
行
を
毎
年
行
っ

て
い
る
朝
鮮
高
級
学
校
生
徒

の
土
産
物
を
没
収
し
た
大
阪

関
西
空
港
税
関
。

私
も
六
年
前
、
朝
鮮
の
煙

草
二
カ
ー
ト
ン
を
没
収
さ
れ

た
経
験
が
あ
る
。

で
も
、
今
回

は
純
粋
な
子
ど

も
の
土
産
を
没

収
。
情
勢
も
読

め
ず
、
こ
ん
な

事
を
す
る
限
り
、

日
朝
交
渉
や
国

交
の
回
復
な
ど

夢
の
ま
た
夢
。

元
来
、
拉
致

問
題
を
自
身
の

延
命
に
し
た
安

倍
総
理
の
腹
な

ど
は
見
透
か
さ

れ
て
い
る
。
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